
保健体育 科　シラバス 第２ 学年

教科の目標

学年の目標

評価の観点

月 単元 主体的に学習に取り組む態度

4

集団行動

体つくり

運動

（1）運動の合理的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを味わい，運動を豊かに実践することができるようにするた

め，運動，体力の必要性について理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。

（2）運動についての自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の考えたこと

を他者に伝える力を養う。

（3）運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力を育てるとともに，健康・安全に留意

し，自己の最善を尽くして運動をする態度を養う。

「体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的な解決に向けた学習過程を通して，心と体

を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。

知識・技能 思考・判断・表現

・健康・安全に気を付けながら、積

極的に取り組もうとしてる。

・体つくり運動の学習に積極的に取

り組もうとしている。

・仲間の補助をしたり助言したりし

て，仲間の学習を助けようとしてい

る。

・一人一人の違いを認めようとして

いる。

・ねらいに応じた行い方などについ

ての話合いに参加しようとしてい

る。

・健康・安全に留意し取り組もうと

している。

・号令対する動きを理解し、行動することができる。・心

と体をほぐし，体を動かす楽しさや心地よさを味わうこと

について，言ったり書き出したりすることができる。

・体の柔らかさ，巧み（技術的）な動き，力強い動き，動

きを持続する能力を高めることについて，言ったり書き出

したりすることができる

・「心と体は関係していること」や「自分の心や体の状態

に気付く」，「仲間と積極的に関わり合う」ということに

ついて，言ったり書き出したりすることができる。

・体の動きを高めるには，安全で合理的に高める行い方が

あることについて，言ったり書き出したり書き出したりす

ることができる。

・体の動きを高めるには，適切な強度，時間，回数，など

を考えて組み合わせる方法があることについて，言ったり

書き出したりすることができる。

・運動の組合せ方には，効率のよい組合せとバランスのよ

い組合せがあることについて，言ったり書き出したりする

ことができる。

・その日に行う運動で使う部位をより意識して毎日体

操を行うことができる。

・体ほぐしの運動で，「心と体の関係や心身の状態に

気付く」，「仲間と積極的に関わり合う」ことを踏ま

えてねらいに応じた運動を行う事ができる。

・体の動きを高めるために，自己の課題に応じた運動

を行う事ができる。

・学習した安全の面でより気を付けることを，他の学

習場面に当てはめ，仲間に伝えることができる。

・仲間と話し合う場面で，仲間との関わり方を見付け

て、話し合いに参加することができる。

・個人の体力の程度や性別等の違いを考えて，仲間と

ともに楽しむための運動を見付け，仲間に伝えてるこ

とができる。
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体力テス

ト

陸上競技

短・

リレー・

ハードル

走　　   保

健編

体育編

6

バレー

ボール

体つくり

運動

保健編

7 水泳

9 器械運動

〇知識

・球技の特性（集団対集団、個人対個人で

試合をすること）や成り立ち，技術の名称

や行い方，その運動に関連して高まる体力

などについて理解することができる。

○技能

・ネット型では，ボールや用具の操作と定

位置に戻るなどの動きによって空いた場所

をめぐる攻防をすることができる。

・攻防などの自己の課題を発

見し，合理的な解決に向けて

運動の取り組み方を工夫する

とともに，自己や仲間の考え

たことを他者に伝えてること

ができる。

・球技に積極的に取り組むととも

に，フェアなプレイを守ろうとする

こと，作戦などについての話合いに

参加しようとすること，一人一人の

違いに応じたプレイなどを認めよう

とすること，仲間の学習を援助しよ

うとすることなどをしたり，健康・

安全に気を配ったりしようとしてい

る。また、自分の課題に気づき今後

の自分のプレイがよりよくなるよう

に工夫しようとしてる。

〇知識

・水泳の技術の名称や行い

方，体力の高め方，運動観察

の方法などについて理解する

ことができる。

・例題を使って、泳法な

どの課題を発見し，合理

的な解決方法を考え、他

者に伝えることができ

る。

・ルールやマナーを大切

にしようとすること，水

泳の事故防止に関するこ

と、水泳の特性について

理解しようとしている。

〇知識

・器械運動（マット運動・跳び箱）の技術

の名称や行い方，体力の高め方，運動観察

の方法などについて理解することができ

る。

○技能

・技能切り返し系や回転系の滑らかな基本

的な技、条件を変えた技、発展技のいずれ

かができる。

・回転系や巧技系の基本的な技をなめらか

に行うこと、条件を変えた技、発展技を行

うことができる。

・技などの自己や仲間の課題

を発見し，合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫

するとともに，自己の考えた

ことを他者に伝えることがで

きる。

・器械運動に自主的に取り組むと

ともに、よい演技を讃えようとす

ること、お互いに助け合おうとす

ること、一人一人の違いに応じた

課題や挑戦を大切にしようとする

ことなどをしたり、健康・安全を

確保したりしている。

・テストの名前を正しく理解し、自分の力を最大限に発揮

することができる。

〇知識

・陸上競技の特性（歩く・走る・跳ぶ・投げる）や成り立

ち，技術の名称や行い方，その運動に関連して高まる体力

などについて理解することができる。

○技能

・短距離走・リレーでは，滑らかな動きで速く走ることや

バトンの受渡しでタイミングを合わせることができる。

・リズミカルな助走から滑らかにハードルを越すことがで

きる。

○　保健編

・私たちの健康と私たちを取り巻く環境は、どのように関

わっているかを理解している。

○　体育編

・運動やスポーツは心身にどのような効果を及ぼすかを理

解している。また、運動やスポーツを安全に行うにはどの

ようにしたらいいかを理解している。

・自分と他者の行い方を比べよりよい記録がでるよう

に工夫することができる。

・動きなどの自己の課題を発見し，合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己の考

えたことを他者に伝えることができる。

・自分と友達を比べて、課題に気づき仲間とともに課

題を解決することができる。

・健康と環境について、課題を発見し、その解決に向

けて思考し、判断するとともに、それらを表現してい

る。

・運動やスポーツが心身の発達に与える効果と安全に

ついて、課題を発見し、その解決に向けて思考し、判

断するとともに、それらを表現している。

・体力テストに意欲的に取り組もうとしている。

自分の記録に対する課題に自ら気づき、今後の自

分の記録をよりよくするために工夫をしようとし

ている。

・陸上競技に積極的に取り組むとともに，勝敗な

どを認め，ルールやマナーを守ろうとすること，

分担した役割を果たそうとすること，一人一人の

違いに応じた課題や挑戦を認めようとすることな

どをしたり，健康・安全に気を配ったりしようと

している。

・また、自分の課題に気づき、今後の自分の記録

をよりよくするために工夫をしようとしている。

・健康と環境についての学習に主体的に取り組も

うとしている。

・運動やスポーツが心身の発達に与える効果と安

全についての学習に主体的に取り組もうとしてい

る。
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ソフト

ボール

保健編

11

武道

バドミン

トン

保健編

12
陸上

長距離走

1 ダンス　　保健

〇知識

・陸上競技の特性（歩く・走る・跳ぶ・投

げる）や成り立ち，技術の名称や行い方，

その運動に関連して高まる体力などについ

て理解することができる。

○技能

・長距離走では，ペースを守って走ること

ができる。

・動きなどの自己の課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに，自己の考えたこ

とを他者に伝えることができる。

・自分と友達を比べて、課題に気づき

仲間とともに課題を解決することがで

きる。

・陸上競技に積極的に取り組むとと

もに，勝敗などを認め，ルールやマ

ナーを守ろうとすること，分担した

役割を果たそうとすること，一人一

人の違いに応じた課題や挑戦を認め

ようとすることなどをしたり，健

康・安全に気を配ったりしようとし

ている。　　　・また、自分の課題

に気づき、今後の自分の記録をより

よくするために工夫をしようとして

いる。

〇知識

・ダンスの特性（自己を表現）や由来，表

現の仕方，その運動に関連して高まる体力

などについて理解することができる。

○技能

・現代的なリズムのダンスでは，リズムの

特徴を捉え，変化のある動きを組み合わせ

て，リズムに乗って全身で踊ることができ

る。

・表現などの自己の課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝えてることができ

る。また、仲間とともに作り上げたも

のを発表することができる。

・ダンスに積極的に取り組み自分を

表現しようとしたり，仲間の学習を

援助しようとすること，交流などの

話合いに参加しようとすること，一

人一人の違いに応じた表現や役割を

認めようとすることなどをしたり，

健康・安全に気を配ったりしようと

してる。

〇知識

・武道の特性（技を身に付ける、身に付けた技を使って相

手と戦う）や成り立ち，伝統的な考え方，技の名称や行い

方，その運動に関連して高まる体力などについて理解する

ことができる。

・球技の特性（集団対集団、個人対個人で試合をするこ

と）や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連し

て高まる体力などについて理解することができる。

○技能

・剣道では，相手の動きに応じた基本動作や基本となる技

を用いて，打ったり受けたりするなどの簡易な攻防をする

ことができる。

・ネット型では，ボールや用具の操作と定位置に戻るなど

の動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができ

る。

・攻防などの自己の課題を発

見し，合理的な解決に向けて

運動の取り組み方を工夫する

とともに，自己の考えたこと

を他者に伝えることができ

る。

武道に積極的に取り組むとともに，相手を大切に

し，伝統的な行動の仕方を守ろうとすること，分

担した役割を果たそうとすること，一人一人の違

いに応じた課題や挑戦を認めようとすることなど

をしたり，禁じ技を用いないなど健康・安全に気

を配ったりしようとしている。

・球技に積極的に取り組むとともに，フェアなプ

レイを守ろうとすること，作戦などについての話

合いに参加しようとすること，一人一人の違いに

応じたプレイなどを認めようとすること，仲間の

学習を援助しようとすることなどをしたり，健

康・安全に気を配ったりしようとしている。ま

た、自分の課題に気づき今後の自分のプレイがよ

りよくなるように工夫しようとしてる。

〇知識

・球技の特性（集団対集団、個人対個人で試合をするこ

と）や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連し

て高まる体力などについて理解することができる。

○技能

・ベースボール型では，基本的なバット操作と走塁での攻

撃，ボール操作と定位置での守備などによって攻防をする

ことができる。

○　保健

・交通事故や自然災害などによる傷害は、人的要因や環境

要因などが関わって発生することを理解している。

・交通事故などによる傷害の多くは、安全な行動、環境の

改善によって防止できることを理解している。

・攻防などの自己の課題を発見し，

合理的な解決に向けて運動の取り組

み方を工夫するとともに，自己や仲

間の考えたことを他者に伝えてるこ

とができる。

・傷害の防止について、課題を発見

し、その解決に向けて思考し、判断

するとともに、それらを表現してい

る。

・球技に積極的に取り組むととも

に，フェアなプレイを守ろうとする

こと，作戦などについての話合いに

参加しようとすること，一人一人の

違いに応じたプレイなどを認めよう

とすること，仲間の学習を援助しよ

うとすることなどをしたり，健康・

安全に気を配ったりしようとしてい

る。また、自分の課題に気づき今後

の自分のプレイがよりよくなるよう

に工夫しようとしてる。

・傷害の防止についての学習に主体

的に取り組もうとしている。
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バスケッ

トボール

サッカー

保健編

3 卓球

学習の進め方

〇知識

・球技の特性（集団対集団、個人対個人で試合をするこ

と）や成り立ち，技術の名称や行い方，その運動に関連し

て高まる体力などについて理解することができる。

○技能

・ゴール型では，ボール操作と空間に走り込むなどの動き

によってゴール前での攻防をすることができる。（サッ

カー・バスケット）

○　保健

・自然災害などによる傷害は、災害発生時だけでなく、二

次災害によっても生じること。また、自然災害による傷害

の多くは、災害に備えておくこと、安全に避難することに

よって防止できることを理解している。

・応急手当を適切に行うことによって、傷害の悪化を防ぐ

ことができることを理解しているとともに、心肺蘇生など

の技能を身に付けている。

・攻防などの自己の課題を発見し，合

理的な解決に向けて運動の取り組み方

を工夫するとともに，自己や仲間の考

えたことを他者に伝えてることができ

る。

・傷害の防止について、課題を発見

し、その解決に向けて思考し、判断す

るとともに、それらを表現している。

・球技に積極的に取り組むととも

に，フェアなプレイを守ろうとする

こと，作戦などについての話合いに

参加しようとすること，一人一人の

違いに応じたプレイなどを認めよう

とすること，仲間の学習を援助しよ

うとすることなどをしたり，健康・

安全に気を配ったりしようとしてい

る。また、自分の課題に気づき今後

の自分のプレイがよりよくなるよう

に工夫しようとしてる。

・傷害の防止についての学習に主体

的に取り組もうとしている。

・授業を進めるにあたって必要なことを覚えましょう。（準備・片付け・初歩的なルール　など）

・基本的なこと（動作・技術・戦術など）を練習しましょう。

・先生や友だちのアドバイスを参考にしながら、自分（たち）の課題（目標）を解決していくために、自

ら進んで取り組み、考え・工夫したりしながら協力して、練習・試合・記録計測をしていきましょう。

・グループ内や全体での発表したり、課題をまとめたものをカードに記入したりしていきましょう。

評価方法

・小テスト。

・審判ができる。

・記録（タイム）

・ボール操作やコントロール

・表現（マット、ダンスなど）

・指示を理解して行動する。

・安全面に留意して行動する。

・レポート（振り返りシート

の活用）

・指示を理解する。

・安全面に留意する。

・準備運動、整理体操をしっ

かりやっているか。練習中周

りを見て安全に留意している

か。学習に積極的に取り組ん

でいるか。練習の補助をした

り仲間に助言したりして、仲

間の学習を援助しようとして

いるか。

〇知識

・球技の特性（集団対集団、個人対個人で

試合をすること）や成り立ち，技術の名称

や行い方，その運動に関連して高まる体力

などについて理解することができる。

○技能

・ネット型では，ボールや用具の操作と定

位置に戻るなどの動きによって空いた場所

をめぐる攻防をすることができる。

・攻防などの自己の課題を発

見し，合理的な解決に向けて

運動の取り組み方を工夫する

とともに，自己や仲間の考え

たことを他者に伝えてること

ができる。

・球技に積極的に取り組むととも

に，フェアなプレイを守ろうとする

こと，作戦などについての話合いに

参加しようとすること，一人一人の

違いに応じたプレイなどを認めよう

とすること，仲間の学習を援助しよ

うとすることなどをしたり，健康・

安全に気を配ったりしようとしてい

る。また、自分の課題に気づき今後

の自分のプレイがよりよくなるよう

に工夫しようとしてる。


